
 

 

  

 

 
新年あけましておめでとうございます。本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

現在、地域医療連携室には入退院支援看護師 3 名、ＭＳＷ2 名、事務 1 名で構成されてお

り、医療機関からの紹介予約や転院受入れ、診療情報提供書及び返書管理、内外への講演会等

の参加、開催、医療機器共同使用の予約など、前方、後方連携として地域医療連携に関わる実

務全般を行っております。入退院支援では他病院、他施設から入院する患者さまを中心にご家族も

含め、退院調整を進めさせていただいております。 

急性期における退院調整は入院前から始まると言われるように早期からの関りが重要となります。

そのため、病棟看護師と連携したシステム作りの構築を目指しておりますが、現実には老老介護、独居、親族、兄弟との疎

遠等により、ご自宅への退院を望まれても、療養施設への入所を提案せざるを得ない状況が多くみられます。療養施設へ

の退院については、さいわい地域に様々な施設がありますので、患者さま、ご家族のご希望を聞きながらＭＳＷと力を合わ

せ、地域の事業所さまと連携しスムーズかつ安心できる退院支援を心がけています。 

今後とも地域の病院、事業所さまと顔の見える連携を心がけ、前方、後方連携の窓口としての体制強化を職員一同、

誠心誠意、全力で取り組んでいく所存ですので、より一層のご指導、ご鞭撻を賜りたくお願い申し上げます。 

なお、何かご相談がございましたら、お気軽に地域医療連携センターまでご連絡ください。 

 

謹んで新春のお慶びを申し上げます。昨年は地域の医療機関および事業所さまのご協力を頂き

ながら患者さまの入退院支援を行うことができました。本年は病院から地域へ出て、地域と密接な

関わりを持ち、シームレスな連携が築けるよう取り組んでまいります。 

昨年より、入退院支援コーナーを設けました。専従の入院支援看護師が、入院時から患者さまと

関り、入院を支援し退院調整へと繋げています。入院という非日常な出来事に不安を感じている患

者さま・ご家族に安全・安心を届けられたらと思っています。「何かあれば、あそこに行けば安心ね」身

近で気楽にお声をかけて頂けるような存在になりたいと考えております。（山﨑） 

 

昨年 10月より地域医療連携室配属となりました芹澤と申します。入退院支援看護師として活動しております。これま

での病棟勤務の経験を活かし、患者さま、ご家族さまが安心して入院、医療を受けられるよう支援していきたいと思います。

どうぞ宜しくお願いいたします。（芹澤） 

 

私は入退院支援担当の嶋津と申します。早いもので 3 年が経過いたしました。昨年は地域の皆さまから、たくさんのお力

添えをいただき円滑に業務を行うことができましたこと、この場をおかりしましてお礼申し上げます。 

本年も自宅退院に向けて、安全安楽に生活できるように院内・院外の皆さまと連携をおこなってまいります。また家族・ご

本人さまの意向に沿った支援を考え、一人一人のストレングスを大事に、退院支援等が出来ればと思います。引き続き今

後もご指導賜りますようお願いいたします。（嶋津） 
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医師の休診情報や送迎バスの遅

延、ご面会に関する情報などを掲載い

たします。 

曜日、時間または急な変更等によっ

ては、掲載が遅れる場合もございます

ので、あらかじめご了承ください。 

なお、ご心配な方は、下記お電話、

あるいはホームページにてご確認くださ

いますようお願い申し上げます。                  

 

代表電話 ０４５－３７１－２５１１          当院ホームページのトップ画面 

URL https://tsurugaminehospital.com/            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下１階食堂での研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページに外来休診情報の掲載を開始しました。 

院内研修報告（パワーハラスメントを知る） 

開催日 12月 6日（金曜日）  参加人数 133人 

ハラスメントという言葉を、最近よく耳にいたしますが、ハラスメントに対する

個人の理解不足や社会、文化発展等により概念も急速に変化しているこ

とが、結果的に減少に至ることなく、各メディアにおいても近年多く取り上げら

れるようになったのではないでしょうか。 

研修後は年齢、性別、立場に関係なく起こり得るという身近な問題であ

り「自分はいつ加害者になりうるかもしれない」という意識を持った職員が多く

みられました。                      医療安全委員 西尾 

新年あけましておめでとうございます。 

さて、令和 2 年診療報酬改定では、薬価の引き下げで国費を約 1000億円の抑制、その一方で医師の働き方改

革を取りあげているものの、薬価引き下げの抑制額の方が大きく、診療報酬は全体でマイナス改定、さらに高齢者の負

担増と厳しいものになりそうですね。 

そんな暗いニュースにも負けずに、今年も皆さんにとっても良い一年になりますよう、そして、私ども地域医療連携室は

患者・ご家族さま、地域の関係施設の皆さまのために頑張りますので、何卒本年もよろしくお願いいたします。                                                      
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